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　ICD日本部会三大事業を中心とした活動状況（2022年12月17日～2023年６月３日）を以下の通り報告致します。

１．会員数、海外部会交流、支部活動

１）会員数
　2023年４月１日現在273名（うち新フェロー10名、
名誉フェロー１名、終身フェロー64名、特別フェロー
１名）
２）海外部会交流
　韓国部会会長の急逝を受け、鏡会長よりお悔みの
メールを韓国部会へ送付した。
３）日本部会支部活動
　2022年度中部支部総会・懇親会を2023年３月５日

（日）にANAクラウンプラザホテルグランコート名古
屋にて行い、併せて須賀康夫フェローによる学術講演
も行われた。ゲストとして鏡会長、堀口副会長、前島
事務局長、北村事務局長補佐、小峰理事がこれに参加
した。

２．年末集会

　2022年12月17日（土）帝国ホテル光の間にてホテル
の感染予防対策マニュアルを基に、十分な感染対策が
なされたうえで開催された。
　年末集会に先立ち同会場にて会場とWebとのハイ
ブリッド形式による理事会が行われた。
　その後、特別講演は七沢理事ご紹介のグラント・ポ
ゴシャン氏を講師としてお迎えして、「遠くて近い国、
古くて新しい国の紹介－駐日アルメニア初代大使が語
る－」と題した非常に興味深い講演が行われた。
　続いて前島事務局長の司会にて、堀口副会長の開
会の辞、鏡会長の挨拶の後、齋藤マスターの乾杯に
より懇親会が開催され、アトラクションとして常盤

フェローご紹介のJack the Magician氏によるマジッ
クショーが披露された。その後、神奈川歯科大学の２
名の留学生紹介に続き、参加した新フェローの自己紹
介を行い、最後に小板橋副会長の挨拶をもって閉会と
なった。
　前回同様、大きな声での歓談や席の移動等の制約が
あったが、久しぶりに対面でのフェロー同士の交流が
出来、楽しいひと時であった。

３．第53回冬期学会

　「人生100年時代の歯科医療を見据えて」をメイン
タイトルとして、第53回冬期学会は2023年２月19日

（日）に新型コロナウイルス感染防止の観点から、引
き続き３回目のライブ配信（学会後２週間、振り返り
視聴可能）により開催された。
　講演者は林　昌二フェロー（神奈川歯科大学付属横
浜クリニック　インプラント科特任教授）と若林健史
フェロー（医療法人社団真健会　若林歯科医院院長）
のお二人であった。
　斎藤隆史フェローの司会により、鏡会長の挨拶の
後、石川明子フェローが座長を務められ、林フェロー
から「将来を見据えたインプラント上部構造につい
て」と題して、また若林フェローから「豊かな人生を
送るための歯周病治療とは」と題して、ご講演いただ
いた。最後に前島事務局長による閉会の挨拶で終了し
た。

４．2023年度第２回理事会、第66回総会・認証式

　2023年６月３日（土）ホテルメトロポリタンエドモ
ントにおいて、コロナ前とほぼ同じ規模で行われた。

事務局長報告

事務局長　前　島　健　吾
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なお、今回は前夜祭、アジア部会交流会も開催され
た。
１）海外来賓を囲む懇親会（前夜祭）
　前日の６月２日（金）に総会・認証式会場の近く
で、およそ25名の日本部会フェローとともに台湾部会
の来賓３名を囲む懇親会を行った。
２）第２回理事会　12：00〜13：20
　理事の過半数の出席のもと、2023年度第２回理事会
が開催された。冨士谷副会長の開会の辞に始まり、鏡
会長が議長を務め、会務報告、国際理事報告等がなさ
れた後、議事も賛成多数で承認され、堀口副会長の閉
会の辞により終了した。
３）新フェローオリエンテーション　12：00〜13：00
　理事会と同時刻に別会場にて、今年の10名の新フェ
ローのうち８名の参加者に対して鏡会長、宮崎国際理
事、会員支援委員会のフェローによるオリエンテー
ションが行われた。
４）総　会　13：30〜14：10
　三宮慶邦フェローが議長に選出され、会務報告、国
際理事報告等の後、第１号〜３号議案が上程され、賛
成多数で承認された。
５）ICD特別賞表彰式　14：10〜14：50
　総会終了後、今年度が第３回となるICD特別賞表彰
式が改革推進委員会の中村朋美委員長の司会のもと行
われた。今回はジーシー賞として水谷忠司マスター、
デンツプライシロナ賞として千田彰フェロー、モリタ
賞として須賀康夫フェローに、楯と副賞が贈られた。

なお、交通機関の乱れにより会場に来られなかった須
賀フェローと水谷マスターへの表彰は後日に延期と
なった。
６）認証式　第１部　14：50〜15：30
　厳粛な雰囲気の中、前島事務局長の司会により認証
式が開始され、隅田百登子フェロー選考会議長の選考
経過報告の後、鏡会長、隅田前会長、冨士谷副会長、
堀口副会長から新フェローに認証状や綱領などが伝達
された。鏡会長の訓示の後、新フェローを代表して樋
口昌男フェローが宣誓を行い、10名の新フェローが誕
生した。
７）認証式　第２部　16：00〜18：30
　新フェロー入場の後、特別講演として堀江正彦氏に
よる『岐路にある人類と地球─気候変動と生物多様性
の危機─』と題した非常に興味深い講演が行われた。
　続いてアトラクションとして山影匡瑠氏による迫力
のある津軽三味線ライブが行われた。
　その後、前島事務局長の司会のもと懇親会が開催さ
れ、冨士谷副会長の開会の辞、鏡会長の挨拶に続き、
Ho-Youl Chang国際会長の挨拶が国際交流委員会によ
り字幕編集されたビデオで披露された。
　続いてJames,Ying K.Tseng台湾部会会長、PFA国
際歯学会日本部会　林俊郎会長からのご来賓挨拶の
後、齋藤毅マスターの乾杯のご発声で和やかに懇親会
が進行した。
　会の中盤で８名のNFによる自己紹介がされ、また
終盤には小林菊生マスターの瑞宝双光章受章のお祝い

2022年度年末集会（帝国ホテル）
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があり懇親会に華を添えた。
　最後に、堀口副会長による閉会の辞によって和やか
な雰囲気の中、無事終了した。

　以上のとおり三大事業が無事に開催できましたこと
を、ご協力いただきました役員・委員の皆様ならびに
ご参加いただきましたフェローの皆さまに、心より感
謝申し上げます。

2023年度総会・認証式（ホテルメトロポリタンエドモント）

日　本　部　会　役　員《2022～2023年度》

会　　長 鏡　　宣昭 副 会 長
冨士谷盛興
堀口　裕司
小板橋　誠

事務局長 前島　健吾 財務主事 中村　勝文（財務委員会担当理事を兼任）

事務局長 
補　　佐 北村　晃一（事業運営担当常任理事を兼任） 監　　事 大金　　誠

平井　　順

国際理事 宮崎　真至

理　　事

前田　初彦（事業運営：総会・認証式担当）
井上　淳子（事業運営：年末集会担当）
石川　明子（事業運営：冬期学会担当）
村岡　正弘（会員支援担当）
内田　耕司（改革推進担当）
飯島　裕之（広報・編集担当）
小野清一郎（国際交流担当）
歌橋　麗華
小峰　一雄
小峰　　太
佐藤　　聡
佐藤まゆみ
志田佐和子
末瀬　一彦
千田　　彰
七沢　久子
真鍋　厚史
山本　一世（関西地区担当）
武部　裕光（中国・四国地区担当）
伊東　隆利（九州地区担当）

常任理事

北村　晃一（事業運営担当）
菅井　敏郎（会員支援担当）
大岡　　洋（改革推進担当）
今村　嘉宣（広報・編集担当）
鈴村　佳弘（国際交流・中部地区担当）

顧　　問

栗山　純雄（第22代会長）
小室　　甲（第23代会長）
齋藤　　毅（第25代会長）
天野　　惠（第26代会長）
佐藤　吉則（第27代会長）
小林　菊生（第28代会長）
水谷　忠司（第29代会長）
宮﨑　　隆（第30代会長）
隅田百登子（前会長）

参　　与

鈴木　設矢
根岸　達郎
橋本　光二
福本　顕嗣
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　2023年度
　　１）年末集会：2023年12月16日（土）
　　　　　　　帝国ホテル（東京）
　　２）冬期学会：2024年３月10日（日）
　　　　　　　日本大学歯学部　百周年記念講堂（東京）

　2024年度
　　１）総会・認証式：2024年６月１日（土）
　　　　　　　ホテルメトロポリタンエドモント（東京）
　　２）年末集会：2024年12月21日（土）
　　　　　　　帝国ホテル（東京）
　　３）冬期学会：未定

三　大　事　業　の　予　定

乾　　明成（冨士谷盛興、中村　勝文）
大友修一郎（松尾　　通、坂本紗有見）
押村　憲昭（押村　　進、坂本紗有見）
小林健一郎（鏡　　宣昭、内田　耕司）
鶴田　　潤（冨士谷盛興、中村　勝文）

中澤　真紀（前島　健吾、常盤　　肇）
根岸　慎一（前島　健吾、吉川　英一）
林　　洋介（堀口　裕司、常盤　　肇）
樋口　昌男（安藤　正実、東海林弘子）
山田健太郎（北村　晃一、宮崎　真至）

注：カッコ内は推薦者、敬称略

The	Induction	Ceremony	of	the	New	Fellows

第66回日本部会認証式　2023年度新フェロー

2023．6．3　ホテルメトロポリタンエドモント


